
移民政策学会  
Japan Association for Migration Policy Studies (JAMPS) 

 

2017年度年次大会 
 

日時：2017年5月27日（土） 13：00～18：00 ／ 5月28日（日） 10：00～16：00 

 

場所：成城大学３号館 1F,2F,3F 

参加費：会員無料 非会員 ¥1,000 

 

◆◆◆プログラム◆◆◆ 

 

5月27日（土） 

 

■特別講演会 13:00～14:30 ３号館３２１室（２階） 司会：近藤敦（名城大学） 

講演者：水上洋一郎（元東京入国管理局長、移民政策学会会員） 

テーマ：「入管政策の来し方、行く末」 

――――― 

 

■ミニシンポジウム 14:45～16:45 ３号館３２２室（２階） 

テーマ：基礎教育を保障する共生社会の構築に向けた課題と展望 

～多様な教育機会確保法の成立、施行を踏まえて～ 

企画・司会・趣旨説明：野山広（国立国語研究所 日本語教育研究領域 准教授） 

 

パネリストによる報告 

１．常盤木祐一（文部科学省初等中等教育局・初等中等教育企画課・教育制度改革室長）：「法案成立と今後の展望」 

２．関本保孝（基礎教育保障学会・事務局長）：「法案成立までのロビー活動と今後の課題」 

３．岩槻知也（京都女子大学発達教育学部・教授）：「法案成立を踏まえた基礎教育保障の在り方展望」 

４．高橋済（ミモザの森法律事務所・弁護士）：「法案成立を踏まえた法曹界からの期待と展望」 

５．新矢麻紀子（大阪産業大学国際学部国際学科・教授）：「海外の事例等を踏まえたコメント（課題、展望）」 

ディスカッション＆質疑応答＋ミニシンポジウムの総括（まとめ） 

――――― 

 

■総会17:00～18:00  ３号館３２２室（２階） 

――――― 

 

■懇親会：18:15～20:00 成城ラウンジ（7号館地階） 

会費：一般会員5000円、院生3000円、学生（学部学生と高校生）2000円 

当日、学会受付または懇親会場入り口で参加申し込みと会費を申し受けます。 

 

 

 



5月28日（日） 

■自由報告Ⅰ：10:00～12：00 ３号館３２１室（２階）      司会：菅原真（南山大学） 

１．脱柱状化時代のオランダにおけるムスリム移民の社会的排除／包摂   久保幸恵（神奈川工科大学）  

２．ロシアにおけるナショナリズムと「同胞」の定義について:問題提起   ムヒナ・ヴァルヴァラ（上智大学）  

３．韓国における二重言語教育政策にかんする研究            川本綾（大阪市立大学）  

４．公共人材に対する多文化対応力研修                 松岡洋子（岩手大学）  

■自由報告Ⅱ：10:00～12：00 ３号館３２２室（２階）   司会：塩原良和（慶應義塾大学） 

１．台湾介護市場で働く失踪外国人介護労働者の現状～失踪労働者インタビューによる一考察～ 鄭安君（宇都宮大学大学院）  

２．技能実習生受け入れに対する自治体の支援と「多文化共生」――埼玉県川口市を事例として 山口塁（法政大学大学院）  

３．日中を移動する中国人若年人材の国際労働移動に関する考察―元留学生と非留学生の就職と離職               

松下奈美子（名古屋産業大学）  

４．多文化共創による経済的価値の効用－別府市における留学生受入れを事例として     佐藤由利子（東京工業大学）  

 

■国際セッション 10:00～12：00 ３号館３１２室（１階） Chair: IGUCHI Yasushi (Kwansei Gakuin University) 

Theme: Muslim Societies and International Migration in Japan 

Introduction to the theme of“Muslim Societies and International Migration in Japan" 

The Committee of International Exchange, JAMPS 

Multicultural Symbiosis and Diaspora Identity: Bangladeshi Muslim Community in Japan 

Anamika Sultan（University of Tsukuba） 

――――― 

 

■Interest Group A（難民部会）12:00-13:00 ３号館３１１室（１階） 司会：滝澤三郎（東洋英和女学院大学大学院） 

 

■Interest Group B（学会と高等学校の連携部会）12:00-13:00 ３号館３１２室（１階）司会：池上重弘（静岡文化芸術大学） 

報告：日本とイタリアにおける少子高齢化社会と移民問題の関係性  

前川裕史・嶺山和希（兵庫県立国際高等学校・主幹教諭・2 年次生） 

――――― 

 

■シンポジウム 13:00～16:00 ３号館３２１室（２階） 

テーマ：日本における移民政策のグランドデザイン構築に向けて～入国管理体制の再検討～ 

挨拶 移民政策学会会長：駒井洋                    司会・趣旨説明：明石 純一（筑波大学） 

 

パネリスト報告： 

（１）是川夕（国立社会保障・人口問題研究所国際関係部） 

「日本における国際人口移動転換とその中長期的展望―日本特殊論を超えて―」 

                                

（２）井口泰（関西学院大学） 

「出入国管理政策の改革及び包括的な外国人政策の課題―東アジア経済と労働市場の構造変化を展望して―」                                                     

                                

（３）上林千恵子（法政大学） 

「外国人技能実習制度30年の歴史と今後の課題」        

 

（４）佐藤由利子（東京工業大学） 

「移民・難民政策の入口としての留学生政策」 

                   

質疑応答 


